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・「書く力」を伸ばすにはどうすればいい？	

・「書くプロセス」はどう取り入れると効果的？

・「論理的な文章の書き方」はどう教えればいい？

・「単語、１文、文章レベル」でつまずく生徒はどうすれば？

・書かせた後の「添削」は必要？　効率的な添削の仕方は？

・書く力を伸ばすための「家庭学習やテスト」はどうする？

　本書はこれらの悩みにこたえています！

　さらに、効果的で継続しやすい取り組みを、 
授業や家庭学習の面でまとめました。

ライティング指導 で
次のような悩みはありませんか？
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①見開き２頁を基本とし、ポイントが一目でわかる簡潔な記述！
②実践に役立つワークシートや具体例を多数掲載！
③本書で紹介したワークシートをダウンロード可能！

　とくに「本やセミナーでやり方を知っても、ワークシートやスライド
をつくる時間がまったくない」、という声もよく聞きます。
　その声にお応えし、本書収録のワークシートを学陽書房のHPにてダ
ウンロードできるようにいたしました（p.10参照）。ワークシートが編
集可能な状態でストックできると、目の前の生徒に合うようアレンジが
しやすいのではないでしょうか。きっと多くの方に役立てていただける
のではないかと思います。

　ライティングを指導すると、大きな教育上の効果があります。
　○書くことで、単語や文法などの知識が身に付く（知識・技能）
　○書くことで、よりよい書き手に近づく（思考力・判断力・表現力）
　○書くことで、自己発見につながる（学びに向かう力、人間性）

　「書くことは考えること」です。上記のような教育効果を発揮できる
よう、我々教員は、生徒が書きたくなるMotivatorであり、型やモデル
のResourceであり、かつ、良いところや解決策を提供するFeedback 
providerでありたいと思います（Jeremy Harmer氏の言葉より）。

　本書は現場教員が現場教員のためにまとめた渾身の実践集です。「書
かせてただ添削する」というライティング指導から一歩脱却するために、
授業、家庭学習、テストなどの各場面で先生方がおおいに活用できる工
夫点を収録しました。どうぞご覧ください。

２０２０年３月
上山 晋平

はじめに

　「英語４技能」「表現力の強化」という言葉のひろがりとともに、ほか
の技能とのバランスから、「スピーキング」や「ライティング」がここ
最近おおいに注目を集めています。
　
　スピーキング指導についての前著、『はじめてでもすぐ実践できる ! 

中学・高校　英語スピーキング指導』（学陽書房）はおかげさまで好評
をいただいております。「スピーキングの基本的な指導や活動がわかった」
「読んですぐに授業に導入できた」といううれしい声もいただきました。
　同時に、「４技能を指導していると、どうしてもライティングを後回
しにしてしまう。上山先生はどうされていますか」というご相談の声も
いただくようになってきました。

　たしかに、ライティング指導となると、
「授業で書く時間を十分にとれない」
「添削が大変だから書かせることに躊躇してしまう」
「添削はするが、ミスの修正だけで論理性や自然さは指導していない」
「教科書優先なのでライティングだけにフォーカスできない」
などの理由で、十分に指導できていない方も多いのではないでしょうか。
私もずっとそうでした。
　それと同時に「ライティング指導は自分が相当勉強しないといけない
ので敷居が高い」と躊躇してしまうこともありました。

　本書は、そのような先生に対して、中・高校生のライティング指導で
使える心がけや幅広い工夫点を１冊にまとめたものです。

　「指導経験の少ない若手の先生」や「自由時間がなかなかとれない忙
しい先生」にも役立つものになるよう意識し、ポイントをまとめたもの
になっています。
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「たくさん頻繁に」
書く場面を設定する02

■ 書く場面をいつ設定するか

　次に、書く力をつける原則の２つめ、授業のどの場面で書く活動を取
り入れることができるかを見てみましょう。「スピーキングやリーディ
ングの活動後はライティングでまとめる」と意識すると、書く機会をよ
り増やすことができます。

（１）「帯学習」で書く
　授業の最初に行う帯学習では、次のような活動が行えます。
活動①　Picture Description（状況を英語で書いて説明する）
　画像を見て、状況を説明する英文を書く。これは英検の２次試験に類
似しています。

活動②　３分即興ライティング＆スピーチ
　３分間で英作文を行い、それを見ずにペアで互いにスピーチし合う活
動。英作文後には語数をカウントする。お題はWhat do you usually do 
in your free time?など。入試や英検の問題を使うとモチベーションは
さらに高まる。

（２）「新出言語材料」を使って書く
　新出文法や表現を学んだ後は、次のような活動ができます。
活動③　基本文でちょこっと英作文
　基本文や重要表現を習った後に自分のことを表現する活動。たとえば
want to ~や to my surpriseを習ったら、それを使い自分を表現する。

　例）I want to be a teacher in the future.

　例）To my surprise,  I have a cousin who is a movie star.

活動④　プラス１（基本文の前後に１文付け足し）
　基本文の前後に１文付け足す活動。たとえば、have to ~を学習したら、
その文に１文付け足す。I have to do my homework. Otherwise, my 
teacher will be angry with me.　

活動⑤　基本文を含む３文ライティング
　３文で話が簡潔するダイアログ（対話型）やモノログ（説明型）をつ
くる。自然でまとまりのある文脈を考えることにつながる。
　Ａ : What were you doing at 7:00 last night?  　
　Ｂ : I was having dinner with my family.　
　Ｂ : Oh, that’s why you didn’t answer my call then. 
　家庭学習で考えた後に、授業で全体共有することで、英語力と発想力
が身に付く。

（３）教科書本文の内容を使って書く
　教科書本文を使うと次のような書く活動が可能です。
活動⑥　スキットづくり
　本文の一部を活用して自分たちオリジナルのスキットをつくる活動。
　例えば「理想的なクリスマスパーティー」や「比較級を使ったオチの
あるスキット」など。

活動⑦　好きな英文（フレーズ）紹介
　本文から印象に残った文を書いて、理由や自分との関わりを書く。
例）I like Ken’s phrase, “Never give up.” because I think ...

活動⑧　サマリー＆オピニオン紹介　
　本文を未読の人に内容を紹介する目的でサマリー活動を行い、さらに
インターネットなどで情報を収集し、自分の意見を付け加えて伝える。

書く力をつける
9 つの原則
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書く前
（pre-writing）の活動02

■ 3段階の「書く活動」

　先の頁（p.45）で見たように、伝えたいことを正しく書くには、複
数のプロセスにわたります。考え方によって名称などは異なりますが、
「書く前」、「実際に書くとき」、「書いた後」の３段階があります。
　そこで、この３段階別に生徒にどのような支援ができるのかを具体的
に見ていきたいと思います。まず「書く前」の支援です。書く前には、
まず生徒が書き出したくなるようなきっかけづくりが大切です。

■ 書く前にできる支援

　書くテーマが決まっても、書くことが思い浮かばず、鉛筆が動かない
生徒も多いでしょう。そうしたときは、次のような支援ができます。い
ろいろな方法を提示して、生徒が最適な方法にたどり着けるように支援
します。

（１）アイデア出し
　アイデアを出すには、次のような方法があります。
・ブレインストーミング（一人、ペア、グループでのアイデア出し）
　テーマに関連するキーワードを多く書き出す（リスティング活動）。　
・モデルの提示
　使えそうな表現を含む文章例をいくつか示してそれをヒントにする。
・書く内容の相談
　ペアやグループ、または教師とどんな内容で書けるか相談する。

・マッピング
　書きたいことや書けそうなことをマッピングする（下図参照）。

・単語リストを書き出す（一人、ペア、クラス全体）
　個人で書きたい単語を書き出すか、クラス全体で同じテーマで書く場
合は、次のようにゲーム性を持たせることもできる。
　①テーマに関連する英単語をノートなどに書き出す
　②クラス全体に報告する（教師はそれを板書する）
　③生徒は板書された単語を参考に英文を書く

・ギャラリーウォーク
　ほかの人が書いている作品を見に行き、テーマや内容のヒントを得る。

（２）アイデアの選択と順序づけ（ナンバリング）
　マッピングなどの活動を通して、書くことがたくさん思い浮かんだら、
書く目的や状況に応じて使えそうな情報を取捨選択し、分類分け（グルー
ピング）したり、順序づけ（ナンバリング）をしたりします。
　上記マッピングの例の図では自分が使いたい情報に太線や数字で印を
つけています。
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07 「どどい表現集」で
SV＋αが書ける

■ 「どどい」とは？

　英文の基本はＳ（だれが／何が）＋Ｖ（どうした）であり、Ｖの特性
によってＶの後のＯが決まります。この段階をクリアすると、「短い英
文は書ける」段階に進みます。
　「どどい」指導とは、「Ｓ＋Ｖ＋Ｏ」の後ろに、「どどい表現（ど

3

のよ
うに・ど

3

こ・い
3

つ）」をつけることで、ＳＶ＋αが作れるようになる語
順指導です。（田尻悟郎『自己表現お助けブック』（教育出版、2009）
参照）。「どどい」部分に意外性が出ておもしろくなるので生徒が喜んで
取り組み、英作文の力がアップする方法です。　

■ 「どどい」の手順

①「どどい表現」をまとめたプリントをつくる（右頁参照）
②帯学習で「どどい表現」をインプットする（１分間で数多く言う）
③「どどい表現」を使うと長い英文が作れることを指導する

・まずＳＶＯの文をノートに書かせる　 
　例）I play baseball.
・ＳＶＯの後ろに「ど」「ど」「い」の順で語句をつける
　例）I play baseball with my friends in the park every Sunday.

          Ｓ  Ｖ        Ｏ        「ど」のように     「ど」こで        「い」つ
④練習　（例）I play soccer.の後ろにつけて「ありえない文」を作ろう
⑤ 家庭学習（I play soccer by bike at the station every day.などの英文
を作って、「迷惑～」と言って喜びながら取り組む生徒がいました）

4-7　どどい表現集

1文が書けない
生徒への対応




